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弱アルカリ性酵素洗浄剤による
浸漬洗浄の質改善策の検討



【はじめに】



【方 法】

浸漬洗浄効果の比較

１．使用洗浄剤

・弱アルカリ性酵素洗浄剤

（アムテック社製トップザイムSA-500）

・現在使用している酵素洗浄剤（B社）



２．被洗浄物
１）洗浄評価用インジケーター 3社5種

２）実使用器材 5種類

３）疑似汚染物質を塗布した止血鉗子

【医療現場における滅菌保証の

ガイドライン2010】準拠



実使用器械

①ヘガール持針器 ②マッチュウ持針器

③ セッシ ④吸引嘴管（2種）

ａ．細 ｂ．太



疑似汚染物質を塗布した鉗子
【医療現場における滅菌保証の

ガイドライン2010】準拠



３．浸漬方法

１回目 ２回目

浸漬時間 １０分 ２０分

温 度 ４０℃

水 流 なし あり

洗浄剤濃度 ０．８％



４．評価方法

１）洗浄用インジケーターの目視による

ソイル除去度判定

２）浸漬洗浄後の残留たんぱく質量測定





【結果】
１．洗浄評価用インジケーター

トップザイムSA-500 Ｂ社酵素洗浄剤



２．実使用器材残留たんぱく質量(μg）

トップザイムSA-500 Ｂ社酵素洗浄剤

１）持針器
ヘガールタイプ

1回目 ２０ ６３

2回目 １０以下 ３３

２）持針器
マッチュウタイプ

1回目 ２４ １８

2回目 ３７ ６７

３）セッシ
1回目 ２２ １０以下

2回目 １０以下 １３

４）ａ吸引嘴管
1回目 １０以下 １０以下

2回目 １０以下 １０以下

４）ｂ吸引嘴管
1回目 １９ ８７

2回目 １０以下 １６



３．疑似汚染物質を塗布した鉗子
残留たんぱく質量（μg）

器材名 トップザイムSA-500 Ｂ社酵素洗浄剤

器材 １
1回目 １５５７ １０２０

2回目 １０以下 ２６３

器材 ２
1回目 ９７７ １３７０

2回目 １２２ ６９３

器材 ３
1回目 １９４２ １９２９

2回目 ２５ ９１５

器材 ４
1回目 ６９０ １０８３

2回目 １４ １１１５

器材 ５
1回目 ９３０ １９５０

2回目 １０ ６１８



【考察】
１．洗浄評価用インジケーター5種類中4種類で

差が見られた。

２．残留たんぱく質量では、吸引嘴管で差が見ら
れ、全体的に弱アルカリ性酵素洗浄剤の方が少
なかった。

３．24時間浸漬を行ったが、弱アルカリ性酵素洗浄
剤による器材の腐食等の変化はみられなかった。



【結語】

今回使用した弱アルカリ性酵素洗
浄剤は、洗浄の質改善を図るため
に、浸漬洗浄での有効な洗浄剤で
あると考えられる。




